
コ
ー
ス
は
総
距
離
約
四
・

6
キ
ロ
、
標
高
差
は
約
9
4
1

M
、
平
均
勾
配
約
4
・4
%
。

傾
斜
が
緩
く
一
定
で
道
幅
が

広
く
、
急
傾
斜
や
狭
く
急
な

カ
l
ブ
も
な
い
た
め
、
ロ
ー

ド
レ
l
ス
の
雰
囲
気
が
楽
し

め
る
。
初
め
て
ヒ
ル
ク
ラ
イ

「
ダ
ル
ラ
イ
ザ
l
」
も
駆
け

つ
け
て
、
会
場
を
盛
り
上
げ

た。
福
島
県
県
南
地
方
振
興
局

地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
課

の
鈴
木
喜
内
主
査
は
「
戊
辰

戦
争
最
大
の
激
戦
地
を
知
っ

て
い
た
だ
き
、
会
津
だ
け
で

な
い
大
河
ド
ラ
マ
ゆ
か
り
の

地
に
足
を
運
ん
で
も
ら
え
れ

ば
」
と
い
う
。

うてト

君。議委
ク適性
ラなの
スコ参
lま l 力口
競ス者
技だに
志とと
向いつ

走駆め
しけてサ
た上こイ
。りのク
ト、道リ
ツ約路ス
プ 1 をト
選千自た
手人転ち

ー はが車が
万座ハイウ工ーで初めてのヒルクフイム大会を開催ハ完で初

たオ選女オれのラ のク時発走手たン本ス
。ン手子ンた キス表 差。間揮行が。ピ選で コ
ジにチのほャの彰を 2 をしに男女オ手はン
ヤはヤ宮かベ 1 式つ位切、刀日子子ンが、ベ
l 、ン本、ツ位会け以るたわ上での堂招テ
ジ黒ピ選男がに場て下 55だる位は座々待イ
がのオ手子箱嬬で圧に分 1 な選栗をのクシ
授チンにチご恋は勝 7 台人ど手原勝初ラヨ
与ヤのはャと村、し分をだ強の春ち代スン
さン栗白ン贈特各た半マけさ集湖取チのク
れピ原、ピら産ク。も 1 1 を団選つヤ宮ラ
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ローカルの魅力を売り込む

「幸福な田舎のっくりかたj

金丸弘美・著

つ
な
ぎ
、
小
さ
な
経
済
を
動

か
す
」
が
こ
の
ほ
ど
、
学
芸

出
版
社
か
ら
発
行
さ
れ
た
。

著
者
は
、
食
環
境
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
金
丸
弘
美
氏
。

醒⑩

今
年
は
日
中
国
交
正
常

化
刊
周
年
の
記
念
す
べ
き

年
な
の
で
、
日
中
関
係
の

さ
ら
な
る
親
密
化
へ
期
待

イ
ベ
ン
ト
「
J
A
T
A国

際
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で

も
、
当
初
参
加
予
定
で
あ

っ
た
中
国
の
国
家
観
光
局

「
フ
ラ
ジ
ャ
イ
ル
な
産

業
」
と
み
な
さ
れ
が
ち
で

あ
る
。
フ
ラ
ジ
ャ
イ
ル
と

は
「
壊
れ
や
す
い
」
「
も

一
イ
の
い
い
ガ
イ
ド
は
イ
メ
ー
ジ
に

一
な
い
。
そ
れ
よ
り
自
衛
隊
は
ど
う

一
だ
、
な
ん
て
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま

一
し
た
」
。
そ
の
反
骨
心
で
試
験
を

一
受
け
、
み
ご
と
合
格
。

一

し
か
し
、
あ
ま
り
に
忙
し
く
数

一
年
で
離
職
、
フ
リ
l
タ
l
生
活
を

一
し
て
い
た
。
「
こ
の
時
期
に
冷
静

一
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
再
度
ガ

一
イ
ド
を
し
た
い
、
と
い
う
思
い
が

一
芽
生
え
た
」
と
言
う
。
人
づ
て
に

一
越
後
相
崎
観
光
パ
ス
が
ガ
イ
ド
を

一
募
集
し
て
い
る
の
を
知
り
、
契
約

ガ
イ
ド
と
し
て
入
社
、
そ
の
後
正

社
員
と
な
っ
た
。

え
て
い
る
。

市一浦
醐一三

内口一
後一越一

い
う
雰
囲
気
が
伺
よ
り
嬉
し
い
」

と
言
い
、
そ
の
た
め
に
「
常
に
笑

顔
と
元
気
な
返
事
を
心
が
け
て
い

ま
す
」
。
ま
た
、
何
回
も
の
人
数

確
認
も
肝
に
銘
じ
て
い
る
。
こ
れ

は
昔
の
失
敗
か
ら
の
教
訓
。
「
小

休
止
の
際
、
下
車
す
る
方
の
人
数

を
数
え
、
私
も
外
で
パ
ス
を
背
に

お
客
様
の
帰
り
を
待
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
時
に
も
う
1
人
下
車
し

た
こ
と
に
気
が
つ
か
ず
、
当
初
降

り
た
方
の
人
数
だ
げ
で
確
認
し
、

出
発
し
て
し
ま
い
ま
し
た
」
。
以

来
、
念
に
は
念
を
入
れ
て
人
数
確

認
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

2
0
1
0
年
代
の
ア
ジ

ア
に
お
け
る
「
観
均
ヒ
ッ

グ
パ
ン
」
を
前
提
に
し
て
、

質
が
改
善
さ
れ
な
い
。

今
回
の
日
中
関
係
や
日

韓
関
係
の
緊
張
化
を
教
訓

に
し
て
、
内
需
に
よ
る
国

菜
く
ら
ぶ
(
群
馬
県
昭
和

村
)
、
南
信
州
観
光
公
社
(
長

野
県
飯
田
市
)
な
ど
を
事
例

に
あ
げ
て
い
る
。

定
価
1
8
9
0
円
(
本
体

1
8
0
0
円
)
。

問
い
合
わ
せ
H
宮
0
7
5

(
3
4
3
)
0
8
1
1
0
 

秋のキャンペーン実施
3商品セットでより効果的

第
1
部
の
「
な
い
も
の
探
一
し
て
道
の
駅
萩
し
l
ま
ー
と

し
か
ら
、
あ
る
も
の
磨
き
ヘ
」
一
(
山
口
県
萩
市
)
、

H

売
り

で
は
、

H

風
土
を
誇
り
に
、
一
た
い
の
は
、
商
品
に
込
め
た

食
の
都
、
映
画
の
都
を
目
指
一
土
地
の
物
語
μ

と
し
て
四
万

す
H

と
し
て
山
形
県
在
来
作
一
十
ド
ラ
マ
(
高
知
県
四
万
十

高
齢
化
や
経
済
の
衰
退
が
一
通
す
る
の
は
、
地
域
の
人
が
一
物
研
究
会
、
ア
ル
・
ケ
ッ
チ
一
町
)
Zま
ち
の
フ
ァ
ン
を
増

地
方
の
課
題
と
し
て
叫
ば
れ
一
自
ら
の
個
性
を
発
見
し
、
人
一
ャ

l
ノ
、
庄
内
映
画
村
(
山
一
や
す
、
観
光
特
使
の
活
躍
μ
と

て
久
し
い
。
し
か
し
、
そ
う
一
や
資
源
を
つ
な
ぎ
、
地
域
を
一
形
県
鶴
岡
市
)
、

H

若
者
が

一
し
て
高
知
県
お
も
て
な
し

し
た
状
祝
下
で
も
、
地
域
内
一
誇
る
こ
と
で
共
感
を
呼
ん
で
一
新
風
を
吹
き
込
む
、
レ
ト
ロ
一
課
、
小
説
『
県
庁
お
も
て
な

外
と
の
交
流
を
生
み
出
し
、
一
い
る
点
だ
。
全
国
1
千
の
農
一
な
商
居
街
H

と
し
て
阿
蘇
一
一
レ
課
』
(
高
知
県
)
の
取
り

欄醐
鵬
醐
輔
副

地
元
産
品
の
一
山
漁
村
を
訪
れ
、
各
地
で
地
一
の
宮
門
前
町
商
居
街
(
熊
本
一
組
み
を
紹
介
し
て
い
る
。

趨
翻

騨

…一
一
売
上
を
伸
ば
一
域
活
性
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
一
県
阿
蘇
市
)
を
紹
介
。
一
第
3
部
の
「
人
と
人
を
つ

藩

臨

……
一
し、

雇
用
を
一
務
め
る
金
丸
氏
が
、

ロ
l
力
一
第
2
部
の
「
ロ
ー
カ
ル
を
一
な
ぐ
、
農
村
と
都
市
を
つ
な

寵

瞳

…“
生
ん
で
い
る
一
ル
の
魅
力
を
売
り
込
む
ト
ッ
一
発
信
す
る
、
さ
丁
ク
さ
が
一
ぐ
」
で
は
、

J
Aお
ち
い
ま

翻
謝
醐
繍
幽
内
田
地
域
が
あ
一
プ
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
の
「
新
し
一

共
感
を
呼
ぶ
」
で
は
、

H
地
一
ば
り
さ
い
さ
い
き
て
屋
(
愛

「
幸
福
な
田
舎
の
つ
く
り

鱒

臨

臨

んす

。
こ
れ
ら

一
い
田
舎
の
つ
く
り
さ
を
解

一
域
の
味
を
育
て
届
け
る
、
ト
一
媛
県
今
治
市
)
や
、

J
A雲

か
た
1
地
域
の
誇
り
が
人
を

鱗
鞍
臨
翻
艇

の
地
域
に
共
一
明
し
て
い
る
。
了
タ
ル
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
H

と
一
南
(
島
根
県
雲
南
市
)
、
野


